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日本鶏実用品種 集団 名古屋種 熊本種 天草大王 と欧米商用品種 集団 白色レグホン 集団
ブロイラ チャンキ 横斑プリマスロック ロ ドアイランドレッド のマイクロサテライト 多
型情報から各品種内の遺伝的多様性および品種間の類縁関係を明らかにすることを目的とした 名古屋種
熊本種 天草大王を比較すると 天草大王は多様性が高い一方 有意な近親交配が認められた これは天草
大王の復元には つの品種が用いられ 選抜の過程で近親交配が生じたためと考えられた 名古屋種や熊本
種は天草大王と比べて少羽数から回復してからの時間が長く 大規模飼育で維持されているために 近親交
配は認められなかったものと考えられた 欧米商用品種は用途や飼育規模 系統により遺伝的多様性や近親
交配の程度に差がみられた 白色レグホンを除く 品種の成立にコ チンが関与しているが それらの品種
は 系統樹において明確なクラスタ を形成しなかった このことから日本鶏実用品種および欧米商用品
種は その遺伝的背景により大きく 群に分かれ さらに品種成立後の選抜や維持の過程で遺伝的分化が生
じたものと考えられた
遺伝資源 遺伝的多様性 実用品種 日本鶏 マイクロサテライト 多型
細な比較を行なった研究例は少ない 本研究ではマイクロ
サテライト 多型情報から 日本鶏実用品種と欧米商





柄鶏の作出に用いられ 試験研究機関を中心にその保存と 代表的な日本鶏実用品種として名古屋種 羽 熊本種
活用が図られている 一方 日本鶏には熊本種や名古屋種 羽 天草大王 羽 欧米商用品種として白色レグホン
のように肉用品種として作出された品種も存在する これ 系統 羽 ハイライン 羽 ジュリア 羽 ブロイラ
らの品種はほとんどが明治以降に作出された品種であり チャンキ 羽 ロ ドアイランドレッド 羽 横斑
その遺伝的背景を欧米商用品種と共有する品種も多い ま プリマスロック 羽 計 集団 羽を用いた 表
た 天草大王のように一度絶滅し その後復元が図られた 抽出 およびフラグメント解析は既報 に準じ
品種も存在する て行なった 分析には 推奨のマイクロサテラ
著者らはこれまで 軍鶏とその近縁品種 地鶏 小国と イト 座位 のうち と を除く 座
その近縁品種 およびその他の観賞用品種 の遺伝的多 位を用いた
様性およびその集団構造について解析を行なった 一方
天然記念物に指定されていない肉用品種の解析は行なわれ
ていない 名古屋種と熊本種については が 遺伝的多様性を評価するため 対立遺伝子数の補正値で
欧米商用品種については が解析を行なって ある ヘテロ接合体率の観察値
いるが 日本鶏実用品種と欧米商用品種との間において詳 と期待値 および近交係数 を算出した と
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本研究で用いた供試鶏 集団における遺伝的多様性の尺度
集団間の 遺伝距離にもとづく系統樹
図中のスケ ルバ は 遺伝距離 分岐の数字
はブ トストラップ確率 を示す
は にて と は
プログラム にて算出した 遺伝距離 にもとづく系統樹




集団で低く チャンキ ロ ドアイランドレッド 天草
大王で高い値が認められた 天草大王 チャンキ はジュ
リア 横斑プリマスロックに比べて有意に高い値を示した
また も と同様の傾向が認められ天草大





リアが有意 かつ正の値を示し ハイラインとチャ いことから 各品種由来の対立遺伝子が認められ 多様性
ンキ は負の値 を示した 天草大王と横斑プリ が高くなったものと考えられた 一方 は天草大王のみ
マスロックは 水準で有意な正の値を示した が有意 かつ正の値を示した これは外部形態や
増体量などをかつての天草大王に近づけていく過程におい
て近親交配が進行したものと考えられた 熊本種も一時羽
系統樹 図 において 白色レグホン 集団は高い 数が減少し 土佐九斤を導入して復元が図られた品種であ
ブ トストラップ確率 で他から分かれる結果と る が 累進交配の結果 多くの対立遺伝子が従来の熊本
なった 白色レグホン以外の 品種は明確なクラスタ を 種由来のものであり 年から大規模な閉鎖群で維持さ
形成せず ブ トストラップ確率は 品種間の れていることから 近親交配が回避されているものと考え
高い遺伝的分化を示すものであった られた 熊本種と同じく 少羽数から復元された会津地鶏
も および において本研究の熊本種と同程度の
値を示した 名古屋種も昭和 年代に数を減らし
たものの 肉用 卵用に改良が進められ 現在では複数の
名古屋種 熊本種 天草大王の 品種の比較において 系統が試験研究機関で維持されている そのため 改良
は天草大王が高く 他の 品種には有意な差は認 選抜の過程で多様性は低下したが 大規模かつ系統的な飼
められなかった では天草大王は名古屋種に 育により それ以上の低下と近親交配は回避されているも
比べて有意に高い値を示した 天草大王は一度 のと考えられた
絶滅し 現在の天草大王はランシャン 軍鶏 熊本コ チ チャンキ およびハイラインが有意 かつ負の
ンから復元されたものである 現在の天草大王は 年 を示した 一方 ジュリアは有意 かつ正の
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種 熊本種 天草大王は明確なクラスタ を形成しなかっ
た これは 熊本種の成立には土佐九斤 天草大王の成立
にはランシャンと軍鶏も関与しており いずれも閉鎖群で
維持されていることから 明確な遺伝的分化が生じたもの
と考えられた また においても 熊本種と
土佐九斤は本研究で用いた商用品種 品種と つのクラス





樹 図 では他の肉用品種とクラスタ は形成しなかっ
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three breeds. Therefore, it is considered that their high genetic diversity was derived from those breeds.
However, inbreeding also occurred during the process of reconstruction of In contrast,
: Microsatellite DNA polymorphisms of three populations of Japanese meat-type chicken
breed ( and ) and ﬁve populations of foreign commercial breeds
(two populations of White Leghorn, broiler [Chunky], Barred Plymouth Rock, and Rhode Island Red)
were analyzed to determine their genetic diversity within populations and relationships among popu-
lations. Although high genetic diversity was observed in signiﬁcant inbreeding
(positive value) was also observed. The current breed of was reconstructed from
inbreeding was not detected in and which have been maintained for a long time as
a large-size population after reconstruction. Foreign commercial breeds showed di erent degrees of
genetic diversity and inbreeding according to their purpose (ex. egg, meat and dual purpose), popula-
tion size and strain. However, Cochin (traditional meat-type breed originally from China) contributed
to most of the current meat-type chicken breeds including Japanese and foreign breeds (six breeds
except White Leghorn analyzed in this study). These breeds were not included in the same cluster in
phylogenetic tree analysis. The topology of this phylogenetic tree demonstrated two major genetic
backgrounds and high genetic di erentiation with artiﬁcial selection and process of maintaining
populations subsequent to construction and reconstruction of breeds.
:
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